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■No.1■【指数データ】投資家信頼感指数 

タイ投資家連合会（FETCO）は6月、向こう3ヶ月（９月）の投資家信頼感指数を発表

した。同指数は、資産運用専門家、個人投資家、機関投資家、外国人投資家の4つで

構成されている。 

 
● 投資家信頼感指数（FETCO ICI: FETCO Investor Confidence Index）、向こう３カ月の期待指数（０～200で高
いほど好感） 

 
● FETCO ICI 区分け： ●(160 - 200) 大変力強い、●(120 - 159) 力強い、●(80 - 119) 中間、●(40 - 79) 
弱い、●(0 - 39) 大変弱い 

6月の全体指数は58.45、個人投資家指数は50.7、資産運用専門家は28.57、機関投資家は

63.64、外国人投資家は66.67となった。要因として、イスラエル・イラン戦争、カンボ

ジア国境紛争、国内政治の混乱、トランプ関税に於ける今後の影響など、複数の要因が

重なったことにより、指数の低下をもたらした。7月には関税額が決定する予定とそれぞ

れの紛争もある程度決着がつき始めると思われるので、改善に向かっていくと思われ

る。 

 

出所：https://www.fetco.or.th 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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6 月は複数の悪化

要因が重なった 



■No.2■【指数・集計データ】投資指数・製造機械の輸入額と国内販売 

タイタイ中央銀行は、5月の民間投資指数を発表した。下グラフは、製造機械の輸入額と

同国内販売額、民間投資指数と製造機械投資指数をそれぞれ掲載した。(2018 = 100) 

5月の民間投資指数は、110.9、同製造機械関連指数は126.2、製造機械輸入額は

192,149MilTHB、同機械国内販売額は205,754MilTHBとなった。同機械の輸入に関して

は、2021年以降で、最多の額となった。また、同機械国内販売額も過去最高ではない

が、2番目に高い額となった。一時的な米向けの駆け込み需要では、ここまでの投資は必

要ないと思われるので、実際に自動車や電気電子関連用の製造機械の需要が高まってい

ると推測される。製造業は今後も需要が増加していくと見込んでいる。 

 

出所：https://www.bot.or.th/ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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■No.3■【指数データ】生産指数・設備稼働率 

タイ商務省工業経済事務局（OIE）は、５月の製造業生産指数と設備稼働率を発表した。

（2021年＝100とする）今回は、全体の傾向を掴むため、近似値曲線（点線）を追加し

た。 

5月の製造業生産指数は101.90、設備稼働率は61.14となり、前月からV回復となった。ト

ランプ関税が発表される前の3月に出来るだけ輸出を行うため生産が一気に増加したこと

によるもので、その余波で4月は下落、5月は90日間の猶予が設けられたことで、一気に

生産と設備稼働が始まったことが如実に結果に表れている。次に近似値だが、両指数と

も昨年の同月から徐々にではあるが右肩上がりとなっていることが見て取れる。自動車

生産台数が回復傾向にあることも指数改善の要因になっていると思われる。ちなみに経

済産業省では、設備稼働率が80％を超えればいいとされている。 

 

出所：https://i.index.oie.go.th/ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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